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1.  平成22年8月期第2四半期の連結業績（平成21年9月1日～平成22年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第2四半期 15,419 △6.8 978 51.6 1,034 61.3 479 46.8
21年8月期第2四半期 16,548 ― 645 ― 641 ― 326 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第2四半期 3,688.68 ―
21年8月期第2四半期 2,883.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第2四半期 27,845 14,929 53.6 114,896.63
21年8月期 30,526 14,676 48.1 113,000.18

（参考） 自己資本   22年8月期第2四半期  14,922百万円 21年8月期  14,676百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― 1,800.00 ― 1,800.00 3,600.00
22年8月期 ― 1,800.00
22年8月期 

（予想）
― 1,800.00 3,600.00

3.  平成22年8月期の連結業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,959 14.8 2,775 39.8 2,819 38.7 1,640 126.9 12,627.85
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】 4. その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】 4. その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確 
実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第2四半期 133,893株 21年8月期  133,893株
② 期末自己株式数 22年8月期第2四半期  4,012株 21年8月期  4,012株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年8月期第2四半期 129,881株 21年8月期第2四半期 113,169株
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 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の緊急経済対策の効果もあり、稼働率の上昇など一部に底

打ちの兆しが見られるものの、経済活動の水準は依然として低く、デフレ進行、円高など、景気の先行きに対する不

透明な状況が続いております。 

 当不動産業界におきましては、住宅版エコポイント制度などの公的な補助制度による住宅への関心の高まりは見ら

れるものの、全国新設住宅着工戸数は前年同月比で14ヶ月連続で減少する等、厳しい事業環境が続いております。 

 このような中で、当社グループの住宅事業では、「地域密着型営業」「コミュニケーションとコンサルティングを

重視した営業」を基本として「欲しい家より持てる家」をコンセプトに快適な住空間の提供に努め、受注の拡大を図

ってまいりました。また、一層の事業の内製化、グループ会社間のシナジー効果の最大化を進めることにより、企業

体力の維持・確保に努めております。 

 当社グループの住宅事業について、売上高の季節的変動により、売上高は第２四半期及び第４四半期に高くなる傾

向があります。当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は154億19百万円（前年同期比6.8％減）、

営業利益は9億78百万円（前年同期比51.6％増）、経常利益は10億34百万円（前年同期比61.3％増）、四半期純利益

は4億79百万円（前年同期比46.8％増）となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①住宅事業 

 住宅事業は土地付オーダーメイド住宅、戸建住宅、マンションの施工・販売を行っており、中でも土地付オーダー

メイド住宅は、良質な土地にお客様のニーズに合った住宅を建設するもので、お客様の満足度も高く、当社グループ

の中核を占めております。 

 また、連結子会社においてマンションの施工・販売を行っており、今後も継続的に取り組んでまいります。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は134億96百万円（前年同期比6.0％減）、営業利益は6億90百万円（前年同期比

67.9％増）となりました。 

  

②一般請負工事事業 

 一般請負工事事業は連結子会社において建築工事、土木工事及び管工事などの請負を行っており、当第２四半期連

結累計期間の売上高は18億40百万円（前年同期比11.5％減）、営業利益は89百万円（前年同期比50.3％増）となりま

した。 

  

③その他の事業 

 その他の事業はお客様に「住まい」を提供する過程で必要となる不動産仲介や測量などを行う事業であります。当

第２四半期連結累計期間の売上高は83百万円（前年同期比28.6％減）、営業利益は69百万円（前年同期比30.5％減）

となりました。 

①資産 

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて26億80百万円減少し278億45百万円 

となりました。主な要因は、現金預金8億65百万円の減少、たな卸資産19億94百万円の減少等によるものでありま

す。 

  

②負債 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて29億33百万円減少し129億16百万円 

となりました。主な要因は、支払手形・工事未払金等6億32百万円の減少、短期借入金25億77百万円の減少等による

ものであります。 

  

③純資産 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2億52百万円増加し149億29百万円

となりました。主な要因として四半期純利益4億79百万円計上する一方、剰余金の配当2億33百万円支払したこと等に

よるものであります。 

  

④キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比 

べ8億68百万円減少し、72億55百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は20億93百万円（前年同期は18億73百万円の資金の減

少）となりました。主な増加要因は税金等調整前四半期純利益974百万円、たな卸資産の減少額19億71百万円であ

り、主な減少要因は売上債権の増加額1億73百万円、仕入債務の減少額6億32百万円、法人税等の支払額2億69百万円

であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は89百万円（前年同期は58百万円の資金の減少）と

なりました。主な減少要因は有形固定資産の取得による支出46百万円、無形固定資産の取得による支出56百万円であ

ります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は28億73百万円（前年同期は6億75百万円の資金の 

減少）となりました。主な増加要因は長期借入金の純増加額1億4百万円であり、主な減少要因は短期借入金の純減 

少額25億77百万円、配当金の支払額2億33百万円であります。  

  

   現時点においては、平成21年10月15日に公表しました業績予想に変更はありません。  

  

  該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られる場合には、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタック 

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 会計処理基準に関する事項の変更 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額１億円以上かつ工期１年超の工事については工事

進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」 

（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用 

指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工

事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工

事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は325,025千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益は、それぞれ15,184千円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,464,678 9,330,054

受取手形・完成工事未収入金等 643,613 470,520

販売用不動産 3,438,803 4,634,701

開発事業等支出金 10,855,983 11,737,464

未成工事支出金 1,368,608 1,285,898

材料貯蔵品 9,523 9,590

その他 677,467 751,518

貸倒引当金 △9,000 △20,591

流動資産合計 25,449,678 28,199,156

固定資産   

有形固定資産 1,690,364 1,659,940

無形固定資産 131,184 88,165

投資その他の資産   

投資有価証券 164,919 166,019

その他 429,079 421,187

貸倒引当金 △19,531 △7,940

投資その他の資産計 574,467 579,267

固定資産合計 2,396,016 2,327,373

資産合計 27,845,695 30,526,530

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 1,850,652 2,483,586

短期借入金 4,166,000 6,743,000

1年内返済予定の長期借入金 1,163,800 1,282,800

1年内償還予定の社債 334,000 334,000

未払法人税等 464,672 271,486

未成工事受入金 2,005,749 1,898,449

引当金   

賞与引当金 91,734 120,113

完成工事補償引当金 22,553 22,844

偶発損失引当金 57,600 －

引当金計 171,887 142,957

その他 901,419 914,979

流動負債合計 11,058,180 14,071,259

固定負債   

社債 165,000 332,000

長期借入金 1,065,400 841,800
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

引当金   

退職給付引当金 55,283 65,497

役員退職慰労引当金 198,766 179,359

引当金計 254,049 244,857

その他 373,630 360,037

固定負債合計 1,858,080 1,778,694

負債合計 12,916,260 15,849,954

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,216,965 3,216,965

資本剰余金 2,382,913 2,382,913

利益剰余金 9,616,183 9,370,879

自己株式 △283,071 △283,071

株主資本合計 14,932,991 14,687,687

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10,102 △11,111

評価・換算差額等合計 △10,102 △11,111

新株予約権 6,545 －

純資産合計 14,929,434 14,676,575

負債純資産合計 27,845,695 30,526,530
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年２月28日) 

売上高 16,548,838 15,419,923

売上原価 13,765,472 12,527,109

売上総利益 2,783,366 2,892,814

販売費及び一般管理費 2,138,173 1,914,591

営業利益 645,193 978,223

営業外収益   

受取利息 2,759 2,338

受取配当金 814 730

契約解約金 － 28,400

不動産取得税還付金 33,122 25,601

その他 86,276 61,281

営業外収益合計 122,973 118,352

営業外費用   

支払利息 125,198 59,067

その他 1,733 2,976

営業外費用合計 126,932 62,043

経常利益 641,234 1,034,531

特別利益   

固定資産売却益 315 2,616

貸倒引当金戻入額 737 －

退職給付引当金戻入額 2,556 －

役員退職慰労引当金戻入額 2,854 －

その他 74 －

特別利益合計 6,536 2,616

特別損失   

固定資産除売却損 2,669 355

投資有価証券評価損 32,757 4,430

偶発損失引当金繰入額 － 57,600

貸倒損失 － 150

特別損失合計 35,426 62,535

税金等調整前四半期純利益 612,344 974,612

法人税等 285,978 495,522

四半期純利益 326,365 479,089
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 612,344 974,612

減価償却費 50,294 48,957

株式報酬費用 － 6,545

貸倒引当金の増減額（△は減少） △484 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,596 △28,378

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △591 △291

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,454 △10,213

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,506 19,406

偶発損失引当金の増減額（△は減少） － 57,600

受取利息及び受取配当金 △3,573 △3,069

支払利息 125,198 59,067

有形固定資産売却損益（△は益） △315 △2,616

有形固定資産除却損 2,669 355

投資有価証券売却損益（△は益） △74 －

投資有価証券評価損益（△は益） 32,757 4,430

貸倒損失 － 150

売上債権の増減額（△は増加） △267,761 △173,093

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,079,292 1,971,848

仕入債務の増減額（△は減少） △1,186,304 △632,934

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,015,870 107,299

その他 △227,006 24,911

小計 △942,814 2,424,587

利息及び配当金の受取額 1,477 1,397

利息の支払額 △122,761 △62,132

法人税等の支払額 △809,293 △269,873

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,873,392 2,093,978

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △189,941 △177,772

定期預金の払戻による収入 189,042 174,935

有形固定資産の取得による支出 △32,964 △46,817

有形固定資産の売却による収入 351 6,135

無形固定資産の取得による支出 △16,847 △56,567

投資有価証券の取得による支出 △1,200 △1,277

投資有価証券の売却による収入 115 －

貸付金の回収による収入 312 353

その他 △7,211 12,003

投資活動によるキャッシュ・フロー △58,342 △89,005
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年２月28日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 7,247,000 3,301,000

短期借入金の返済による支出 △7,854,800 △5,878,000

長期借入れによる収入 1,110,000 984,000

長期借入金の返済による支出 △579,800 △879,400

社債の償還による支出 △167,000 △167,000

自己株式の取得による支出 △176,692 －

配当金の支払額 △254,482 △233,785

財務活動によるキャッシュ・フロー △675,774 △2,873,185

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,607,510 △868,212

現金及び現金同等物の期首残高 8,257,720 8,124,064

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,650,210 7,255,852
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 該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記
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  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年２月28日）  

（単位：千円）

  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年２月28日）  

（単位：千円）

 （注）１  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２  各事業の主な商品等   

  （1）住宅事業      土地付オーダーメイド住宅、戸建住宅、マンションの施工・販売 

  （2）一般請負工事事業  建築工事、土木工事、管工事の請負 

  （3）その他の事業    不動産仲介、測量 

３  会計処理の方法の変更 

   前第２四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年２月28日） 

  （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における

営業利益が、住宅事業で81,360千円減少しております。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年２月28日） 

（工事契約に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の「会計処理基準に関する

事項の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準

第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号

平成19年12月27日）を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の「一般請負工事事業」において、売上高は325,025千円増加

し、営業利益は15,184千円増加しております。  

（５）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

項目 住宅事業 
一般請負
工事事業 

その他の事業 計 消去又は全社 連結

売上高及び営業損益             

売上高             

（１）外部顧客に対する売

上高 
 14,352,481  2,079,506  116,849  16,548,838   ―  16,548,838

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 986,107   ―  32,912  1,019,020  (1,019,020)  ―

計  15,338,589  2,079,506  149,762  17,567,858  (1,019,020)  16,548,838

営業利益  411,413  59,599  99,798  570,812  74,380  645,193

項目 住宅事業 
一般請負
工事事業 

その他の事業 計 消去又は全社 連結

売上高及び営業損益             

売上高             

（１）外部顧客に対する売

上高 
 13,496,364  1,840,101  83,456  15,419,923  ―  15,419,923

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 814,869   ―  25,268  840,138  (840,138)  ―

計  14,311,234  1,840,101  108,725  16,260,061  (840,138)  15,419,923

営業利益  690,908  89,554  69,378  849,840  128,382  978,223
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 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間

 （自 平成21年９月１日 至 平成22年２月28日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な支店がないため、該当事項はありません。 

  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間 

 （自 平成21年９月１日 至 平成22年２月28日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

ｂ．所在地別セグメント情報

c．海外売上高

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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  （要約）単体損益計算書 

  

（注）この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー

対象ではありません。 

｢参考｣

  

前第２四半期累計期間
（自 平成20年９月１日 

    至 平成21年２月28日） 

当第２四半期累計期間 
（自 平成21年９月１日 

    至 平成22年２月28日） 

金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅰ 売上高  13,202  12,135

Ⅱ 売上原価  10,910  9,769

売上総利益  2,292  2,366

Ⅲ 販売費及び一般管理費  1,598  1,521

営業利益  693  845

Ⅳ 営業外収益  133  126

Ⅴ 営業外費用  101  49

経常利益  726  922

Ⅵ 特別利益  0  2

Ⅶ 特別損失  20  －

税引前四半期純利益  707  924

税金費用  307  397

四半期純利益  399  527
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生産、受注及び販売の状況 

（1）生産実績 

当第2四半期連結累計期間における生産実績を建設実績として、事業の種類別セグメントごとに示すと次のと 

おりであります。 

建設実績 

（注）１ 上記金額はすべて原価により表示しております。 

      ２ その他の事業につきましては建設実績として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

（2）受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績及び受注残高を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお 

りであります。 

受注高 

（注） その他の事業につきましては受注実績として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

受注残高 

（注） その他の事業につきましては受注残高として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

６．その他の情報

区分 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年２月28日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  8,878,341  69.8

一般請負工事事業  1,654,098  78.1

合計  10,532,439  70.9

区分 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年２月28日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  13,492,384  88.2

一般請負工事事業  1,565,002  79.3

合計  15,057,386  87.2

区分 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年２月28日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  13,093,419  86.0

一般請負工事事業  1,665,776  77.3

合計  14,759,195  84.9
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（3）販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま 

す。 

（注）１ その他の事業は、不動産仲介収入及び測量収入などであります。 

      ２ 相手先別の総売上実績に対する割合で、10％以上を占める相手先はありません。 

  

（4）売上高の季節的変動について 

当社グループの住宅事業は、顧客への引渡しが第２四半期及び第４四半期に集中する傾向があります。 

そのため、売上高に季節的変動が見られ、第２四半期及び第４四半期に高くなる傾向にあります。 

  

区分 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年２月28日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  13,496,364  94.0

一般請負工事事業  1,840,101  88.5

その他の事業  83,456  71.4

合計  15,419,923  93.2

- 15 -

株式会社サンヨーハウジング名古屋（8904）平成22年8月期第2四半期決算短信


	2Q
	決算短信100408-1



